
１ 事業報告（２０２３年度） 

 

今期は、新型コロナウィルス感染症の５類移行などにともない社会生活が正常化に向かう中、「将

来に向けた企業価値や施設価値の向上に持続的に取組み、お客様・ 地域社会・ステークホルダー

の皆様にさらに愛されるノクティプラザに進化させ、商業振興とまちづくりの発展に寄与する」との経

営方針の基で施策を着実に実行してまいりました。  

営業面では、お客様のニーズにあった新テナントを誘致し、新規顧客の獲得に繋げるとともに、２

月にはノクティポイントアプリを導入し、お客様の利便性をより高め、テナント売上の伸長に寄与いた

しました。また、川崎フロンターレ・川崎ブレイブサンダースの両チームのノクティ冠試合や応援イベ

ントの実施などで、ノクティへの集客力を高め、お客様や地域との一体感を醸成し、川崎市の盛り上

げに貢献いたしました。 

環境・安全面では、１ビルエスカレーター周りのリニューアルや照明のＬＥＤ化など、環境改善をさ

らに推進する施策を行いました。また、２ビル入口に駐輪禁止の床面シートを設けるなど放置自転車

対策を強化いたしました。その他、老朽化した屋上広場のミスト装置や喫煙所空調設備の改修や、

防犯カメラの更新など、お客様にとって安全・安心で快適な設備の更新も継続して行いました。  

地域貢献面では、４年ぶりに開催した納涼盆踊り大会をはじめ、市民コンサート、キラリデッキイル

ミネーションなどのイベントを、地域団体や行政と一体となって実施いたしました。また、川崎市政１０

０周年・全国都市緑化かわさきフェア事業に協賛し、ノクティビジョンでの PR動画を年間通じて放映

いたしました。保育園の屋上利用については、本年度も引き続き実施し、３千人を超える園児の利

用があり、地域の保育環境の充実に貢献しました。  

これらの取組みにより、来店されたお客様の数は２０７１万人で前年比１０７％と増加し、テナント売

上高は７７億５百万円で前年比１０７％の増加となり、２０１９年度比でも１０２％とコロナ禍以前の売上

を上回り、順調に業績が回復しております。 

その結果、エネルギー価格をはじめとする物価高騰など社会経済状況が厳しい中においても、当

社の売上高は、２２億８０百万円と前年比８百万円の増収となり、当期純利益は１百万円の黒字となり

ました。 

当社は、１９９５年の会社設立以来、再開発事業の成果を継承・発展させることを目的にノクティの

管理・運営及びテナント誘致や集客・販売事業施策を通じて、安定的・持続的な成長を目指した経

営活動に取り組み、地域社会やステークホルダーに愛される商業施設を目指してまいりました。２０２

４年度以降につきましても、２０２７年に迎えるノクティプラザ開業３０周年を見据え、ノクティビジョンの

更新、店舗施設共用部等の環境メンテナンス、インバータ化やＬＥＤ化等の環境負荷低減策、防犯

カメラ更新や老朽化した袖看板撤去等の安全対策など、持続的な企業価値や施設価値の向上に

取り組むため、将来に向けた設備投資を着実に実施し、お客様・地域社会・ステークホルダーの皆

様に貢献してまいります。 

 

 

 

 



２ 決算状況（２０２３年度） 

 

（１） 貸借対照表  （２） 損益計算書  

 （単位：千円）   （単位：千円） 

資 産 の 部  科  目 金  額 

流  動  資  産 ２，００１，０３７  売 上 高 ２，２８０，２３２ 

固  定  資  産 ２，２１８，２０８  売 上 原 価 ２，１４３，９７９ 

     (有形固定資産) ３７１，５０５  売上総利益 １３６，２５２ 

(無形固定資産) ２７，３９７  販売費及び一般管理費 １３９，８３３ 

(投資その他資産) １，８１９，３０５  営 業 利 益 △３，５８０ 

資 産 合 計 ４，２１９，２４６  営業外収益 ６，４５２ 

負 債 の 部  営業外費用 ０ 

流  動  負  債 ６８６，２２６  経 常 利 益 ２，８７０ 

固  定  負  債 ２，１１０，１６７  当期純利益 ７６５ 

負 債 合 計 ２，７９６，３９４    

純 資 産 の 部    

株  主  資  本 １，４２２，８５１    

(資 本 金) ３００，０００    

(剰 余 金) １，１２３，８５１    

(自己株式) △ １，０００    

純 資 産 合 計 １，４２２，８５１    

負債及び純資産合計 ４，２１９，２４６    

 


